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1歩先の施工ポイント 天井［桁上断熱］
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防湿シートの上にグラスウールを敷いていく。1層目のグラスウールと2層目のグラスウールは、向きを直交させて敷き込み、上側の
断熱材の防湿フィルムは、はがすか穴をあけて湿気が通るようにしておく。
小屋束部分は、カッターでグラスウールに切込みを入れて隙間ができないように敷き詰める。
天井の下地を組む前に、外壁へのグラスウールの充塡、石膏ボードの施工までを先に行っておくこと。
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グラスウール

石膏ボード

グラスウール 外壁へのグラスウール
の充塡、石膏ボードの
施工は、天井の野縁を
組む前に行う

外壁へのグラスウール
の充塡、石膏ボードの
施工は、天井の野縁を
組む前に行う

1 層 目と 2 層 目
のグラスウールの
向きを直交させる
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